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帝国通信工業株式会社

フィルム基板がベースのユニット電子部品

Company profile

IR DATA

●業績（百万円） 営業利益売上高

16,50023.3 1,500 1,800 1,400 143.01 60
15,10922.3 1,698 2,022 1,582 161.60 60
12,02221.3 755 883 755 76.74 40
12,49920.3 624 748 △84 △8.55 50

経常利益 利益 1株益（円）1株配（円）

最新会社予想

新規事業領域の要は
多彩なセンサー技術

自動車やゲーム機の
電子部品を製造
センサー技術で
新領域へ挑戦する
帝国通信工業

1株あたりの配当金を
下限60円に設定！

第１四半期の決算発表で
23年３月期の通期予想を上方修正

好調な業績と安定配当で
レンジの上抜けに期待したい
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営業利益（右軸）

 「NOBLE」ブランドの各種電子部品を国内外で展開する帝国通信工業。
家電やゲーム機、自動車といった既存領域を拡大させつつ、
 “新領域等への投資”をテーマに新たな挑戦を続けている。
その狙いを羽生満寿夫代表取締役社長に聞いた。
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証券コード: 6763
東証プライム

株主還元に積極的な企業を探せ!

株価

業績

配当

PER 10.4倍
PBR  0.61倍

利回り
4.1％

自
社
一
貫
体
制
は
創
業
時
か
ら
。

も
の
づ
く
り
が
好
き
な
ん
で
す

国
通
信
工
業
は
、「
Ｎ
Ｏ
Ｂ
Ｌ

Ｅ
」
ブ
ラ
ン
ド
を
展
開
す
る

総
合
電
子
部
品
メ
ー
カ
ー
だ
。
１
９

４
４
年
８
月
に
、
無
線
通
信
機
部
品

の
専
門
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、
東
京
芝

浦
電
機
（
現
・
東
芝
）、
日
本
電
気
、

日
本
無
線
な
ど
の
共
同
出
資
に
よ
っ

て
設
立
。
創
業
当
時
よ
り
、
電
気
の

流
れ
を
制
限
・
調
整
す
る
可
変
抵
抗

器
の
製
造
を
行
っ
て
い
た
。

　
終
戦
と
と
も
に
家
電
な
ど
の
部
品

製
造
が
事
業
の
中
心
と
な
り
、
私
た

行
え
る
だ
け
で
な
く
、
工
場
で
使
用

す
る
生
産
設
備
や
治じ

具ぐ

も
す
べ
て
自

社
で
企
画
、
設
計
す
る
た
め
、
お
客

様
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
オ
ー
ダ
ー
や
、

多
品
種
少
量
の
オ
ー
ダ
ー
に
も
柔
軟

な
対
応
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ

が
で
き
る
か
ら
こ
そ
の
提
案
力
も
当

社
の
強
み
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
２
０
１
０
年
以
降
、
Ａ
Ｖ
機
器
分

野
で
大
き
な
変
化
が
起
こ
る
。
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
に
よ
り
、
デ
ジ

タ
ル
カ
メ
ラ
や
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
の
売

行
き
が
減
速
し
た
の
だ
。
同
社
に
と

っ
て
こ
れ
は
大
き
な
危
機
だ
っ
た
。

ち
の
生
活
に
よ
り
身
近
な
機
器
の
電

子
部
品
メ
ー
カ
ー
と
な
る
。

「『
帝
通
は
電
子
部
品
の
製
造
と
サ

ー
ビ
ス
を
通
し
て
、
世
界
の
お
客
様

に
満
足
し
て
頂
け
る
仕
事
を
い
つ
も

提
供
し
続
け
る
こ
と
に
よ
り
、
豊
か

な
社
会
の
実
現
に
貢
献
し
ま
す
』
と

い
う
企
業
理
念
の
も
と
、
創
業
以
来
、

時
代
や
市
場
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉

え
な
が
ら
、
付
加
価
値
の
高
い
電
子

部
品
を
世
に
送
り
出
し
て
き
ま
し

た
」
と
羽
生
満
寿
夫
社
長
。

　
そ
の
言
葉
ど
お
り
、
高
度
経
済
成

長
期
の
60
年
代
に
は
、
カ
ラ
ー
テ
レ

ビ
の
普
及
に
伴
い
、
可
変
抵
抗
器
や

ス
イ
ッ
チ
な
ど
の
電
子
部
品
の
需
要

が
拡
大
し
、
事
業
は
急
成
長
。
70
年

代
に
は
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
ブ
ー
ム
が

起
こ
り
、
Ｃ
Ｂ
無
線
機
に
関
連
す
る

電
子
部
品
の
ニ
ー
ズ
が
増
え
た
。

「
80
年
代
に
は
、
フ
ィ
ル
ム
に
回
路

　
同
社
に
は
さ
ら
に
大
き
な
強
み
が

あ
る
。
独
自
の
フ
ィ
ル
ム
印
刷
を
コ

ア
技
術
と
し
て
、
顧
客
の
要
望
に
即

し
た
製
品
設
計
か
ら
開
発
、
精
密
金

型
の
設
計
・
製
造
、
加
飾
・
成
形
・

プ
レ
ス
加
工
、
組
立
、
検
査
、
梱
包

ま
で
、
す
べ
て
自
社
一
貫
体
制
で
対

応
で
き
る
こ
と
だ
。

「
受
注
か
ら
納
品
ま
で
を
短
期
間
で

パ
タ
ー
ン
を
印
刷
す
る
、
薄
く
、
軽

く
、
し
な
や
か
な
フ
ィ
ル
ム
基
板
を

開
発
。
ス
イ
ッ
チ
や
抵
抗
器
な
ど
を

組
合
わ
せ
た
ユ
ニ
ッ
ト
電
子
部
品
の

提
供
を
開
始
し
ま
し
た
。
90
年
代
に

は
、
小
型
の
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
や
デ
ジ

タ
ル
カ
メ
ラ
に
、
フ
ィ
ル
ム
基
板
を

使
っ
た
操
作
ユ
ニ
ッ
ト
が
組
込
ま
れ

る
よ
う
に
な
り
注
文
が
急
拡
大
、
海

外
の
生
産
拠
点
も
増
や
し
ま
し
た
」

　
現
在
で
は
、
家
電
や
自
動
車
、
ゲ

ー
ム
機
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
な
ど
に

同
社
の
ユ
ニ
ッ
ト
電
子
部
品
が
使
わ

れ
て
お
り
、
今
後
も
既
存
領
域
の
拡

大
を
図
っ
て
い
く
。

「
こ
れ
ま
で
は
、
可
変
抵
抗
器
と
い

え
ば
『
Ｎ
Ｏ
Ｂ
Ｌ
Ｅ
』
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
が
定
着
し
て
い
ま
し
た
。
で
す

が
、
今
後
は
新
規
事
業
領
域
を
模
索

し
『
新
生
Ｎ
Ｏ
Ｂ
Ｌ
Ｅ
』
へ
の
転
換

を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で

昨
年
、
25
年
度
ま
で
の
中
期
経
営
計

画
を
策
定
し
、『
抵
抗
器
の
Ｎ
Ｏ
Ｂ
Ｌ

Ｅ
か
ら
新
生
Ｎ
Ｏ
Ｂ
Ｌ
Ｅ
へ
の
深
化

と
進
化
』
を
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
、

新
た
な
取
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
」

と
羽
生
社
長
。

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
新
領
域
は
、「
医

療
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
」
や
５
Ｇ
な
ど
の

「
通
信
」
分
野
。
そ
こ
で
活
躍
す
る

技
術
が
「
セ
ン
サ
ー
」
だ
。

　
例
え
ば
、
フ
ィ
ル
ム
印
刷
技
術
を

使
っ
た
「
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ブ
ル
電

極
」。
心
電
図
検
査
な
ど
で
使
用
さ

れ
る
生
体
セ
ン
サ
ー
で
、
医
療
機
器

分
野
の
市
場
拡
大
を
狙
う
。

　
ま
た
、
抵
抗
式
セ
ン
サ
ー
開
発
に

も
力
を
入
れ
て
い
る
。
位
置
や
角
度

を
検
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
技
術
で
、

ド
ロ
ー
ン
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
や
ロ

ボ
ッ
ト
の
関
節
の
動
き
に
活
用
。
産

業
用
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
市
場
拡
大
を

狙
う
。
さ
ら
に
、
水
位
セ
ン
サ
ー
な

ど
イ
ン
フ
ラ
、
通
信
、
防
災
、
公
共

事
業
分
野
へ
の
参
入
に
も
取
組
む
。

「
21
年
度
の
中
計
第
１
ス
テ
ッ
プ
は

『
既
存
領
域
の
拡
大
』
を
掲
げ
、
概

ね
達
成
で
き
ま
し
た
。
22
〜
23
年
度

の
第
２
ス
テ
ッ
プ
で
は
、『
新
領
域
等

へ
の
投
資
』
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
培
っ
た
技
術
を
活
か
し
、
新

し
い
市
場
の
開
拓
を
積
極
的
に
押
し

進
め
ま
す
」

　
中
計
で
は
株
主
還
元
方
針
も
明
記
。

１
株
あ
た
り
配
当

金
を
下
限
60
円
と

す
る
こ
と
を
発
表
。

さ
ら
に
、
創
立
80

周
年
に
あ
た
る
24

年
度
に
は
、
記
念

配
当
も
検
討
し
て

い
る
と
い
う
。

　
新
生
Ｎ
Ｏ
Ｂ
Ｌ

Ｅ
を
掲
げ
る
帝
国

通
信
工
業
の
挑
戦

は
、
要
注
目
だ
。

時
代
が
求
め
る
電
子
部
品
を

高
度
な
技
術
で
作
り
あ
げ
る

設
計
、製
造
、組
立
な
ど
を

す
べ
て
自
社
で
請
負
う

帝

新
規
事
業
領
域
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

 「
新
生
Ｎ
Ｏ
Ｂ
Ｌ
Ｅ
」へ
進
化

1977年帝国通信工業入社。生産技術部門を中心に、
一貫して製造畑を歩む。2019年6月より現職。

薄く柔らかなフィルムに
回路パターンを印刷した、
独自の「フィルム基板」。

ゲーム機のコントローラーに
も同社のユニット部品が。高
い耐久性を備えている。

フィルム印刷技術を
使った「ディスポー
ザブル電極」。心電
図検査などで使用さ
れる生体センサーだ。

位置や角度を検出
するセンサー技術
を、ロボットの関節
やドローンのコント
ローラーに活用。

※各データは
　22年8月19日時点

株価は1300円台〜1400円台のレンジで推移しているが、最新
決算では通期予想を上方修正。下限60円という安定配当の発表
もあり、レンジを上抜ける要因は多い。

2022年3月期は、ゲーム機市場向けが堅調に推移し増収増益。
最新決算では通期予想も上方修正。半導体不足や資源高騰など不
安要素はあるものの、業績は概ね安定している。

2022年3月期に1株あたりの配当金を60円に引き上げ、26年3
月期まで下限60円を発表。創立80周年にあたる25年3月期には
記念配当も検討中だ。
※�2017年10月1日付で普通株式5株につき1株の割合で株式併合を実施して
いるため、17年3月期と18年3月期は、株式併合を考慮した金額となっている。


